
酬
恩
庵
本
狂
雲
集
は
初
稿
本
か

中

　

　

本

環

は
じ
め
に

現
存
狂
雲
盛
の
諸
本
に
は
、
酬
屈
庵
正
本
・
真
珠
庵
蘇
本
・
沖
森
些
二
郎
氏

正
本
（
文
明
四
年
奥
書
）
・
琶
左
文
庫
証
本
（
文
亀
三
年
輿
望
）
・
内
聞
文
踵

荘
本
・
成
費
堂
文
醇
蒋
本
（
未
見
）
・
東
北
大
学
位
本
・
冤
永
十
九
年
板
木

（
群
書
類
従
本
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
本
は
、
そ
の
含
む
作
品
の
数
も

す
べ
て
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
は
、
い
わ
ば
増
補
、
削
減
し
た
形
で
存
在

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
本
の
中
で
、
最
も
古
い
形
を
伝
え
る
も
の
、
つ
ま
り
、

初
稿
本
と
お
ぼ
し
ま
も
の
は
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
考
察

し
て
ゆ
き
た
い
。

狂
雲
集
の
存
在
時
期
を
最
も
古
く
ま
で
た
ど
り
得
る
記
録
は
、
「
自
戒
集
」

に
お
い
て
見
出
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。
一
休
に
「
自
戒
集
」
な
る
も
の
の
存
在

し
た
こ
と
は
、
一
休
の
同
法
、
没
倫
紹
等
の
手
に
な
る
　
「
東
海
一
休
部
借
年

譜
」
　
（
註
1
）
に
、

蔭
正
元
年
二
四
五
五
）
乙
亥
、
師
六
十
二
歳
、
正
月
、
長
南
調
偶
、
伝
達

ヽ

　

ヽ

於
師
、
々
次
其
轟
老
二
百
絞
首
、
編
作
一
巻
、
題
目
自
戒
：
…
・

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
、
「
自
戒
怨
」
は
酬
恩
魔
に
伝

わ
っ
て
い
る
一
本
を
の
ぞ
い
て
、
他
に
は
見
出
さ
れ
C
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
現
存
「
自
戒
集
」
は
、
「
年
譜
」
に
記
さ
れ
た
「
自
戒
葉
」
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
後
に
、
．
「
二
百
絞
首
」
か
ら
百
二
十
三
首
を
技
す
い
し
、
更
に
、
そ
の

前
後
に
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
存
「
自
戒
倍
こ
の
成
立
に

関
し
て
は
、
影
印
本
「
自
戒
集
」
の
解
説
（
鈴
木
大
拙
）
に
次
の
如
く
記
し
て

い
る
。「

現
存
の
『
自
戒
佗
芸
は
三
部
か
ら
出
来
上
っ
て
居
る
。
第
一
部
は
『
寛
正

二
年
云
々
』
で
始
め
ら
れ
、
大
燈
国
師
の
頂
和
本
・
末
寺
へ
返
し
た
意
趣
を
述
べ

て
、
長
径
に
『
た
だ
の
念
仏
宗
純
阿
妹
也
』
と
結
ん
だ
も
の
と
、
『
軍
兄
力
伝

井
二
孤
ノ
託
詔
』
と
詔
し
た
も
の
と
、
『
養
望
力
郡
病
ノ
記
』
と
云
ふ
も
の
1

是
等
三
精
か
ら
成
る
。
第
二
部
は
『
自
戒
蔑
』
の
序
文
と
蕉
自
体
で
あ
る
。
借

序
文
の
次
に
数
行
の
付
加
か
あ
る
。
さ
う
し
て
珂
、
に
明
恵
上
人
の
詠
歌
が
書
か

れ
て
あ
る
。
第
一
二
部
は
無
住
相
木
問
に
対
す
る
和
轟
百
二
十
看
取
の
後
に
あ
る

『
一
休
下
ノ
僧
ト
義
堂
下
ノ
侶
ト
怒
病
ニ
ッ
イ
テ
ノ
問
答
』
、
『
壷
聖
力
析
病

記
』
、
『
作
法
葦
宗
意
趣
』
、
及
び
無
題
の
一
文
の
四
枇
“
か
ら
成
る
。
最
後
に
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又
数
行
の
附
加
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
仮
り
に
さ
き
の
『
無
題
』
に
硫
し
て
お

く
。
第
二
部
即
ち
『
自
戒
蔓
』
の
主
題
が
先
づ
出
来
上
り
て
、
そ
れ
を
一
休
白

身
か
、
或
は
そ
の
弟
子
の
誰
か
（
こ
の
方
が
確
か
で
は
な
い
か
と
和
博
倣
せ
ら
れ

る
）
が
浄
書
し
た
。
そ
れ
に
今
度
は
一
休
の
自
警
で
前
後
何
回
か
に
わ
た
り
て

第
一
部
と
第
三
部
が
添
加
せ
ら
れ
た
。
…
…
…
か
く
の
如
く
に
し
て
、
現
存
の

『
自
戒
集
』
は
一
時
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
よ
さ
さ
う

で
あ
る
。
」
こ
の
推
罠
は
、
一
応
、
正
し
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
ゝ
で

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
現
存
「
自
戒
隻
」
が
、
い
つ
頃
成
立
し
た
か
、
或
い

は
、
「
毘
正
二
年
（
一
四
六
一
）
六
月
十
六
日
大
燈
国
師
ノ
頂
相
ヲ
カ
へ
シ
テ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

念
仏
宗
ト
ナ
ル
其
ノ
項
（
註
2
）
雲
狂
銭
こ
ア
リ
」
と
い
う
一
節
を
含
む
現
存

「
自
戒
環
」
冒
頭
の
一
鏡
が
、
い
つ
頃
記
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

点
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
狂
雲
先
が
、
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た

か
を
知
り
う
る
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
現
存
「
自
戒
蛮
」
の
冒
頭
の
一
指
は
、
そ
の
未
屋
に
、
「
毘
正
二
年

六
月
十
六
日
」
の
識
語
が
あ
る
が
、
毘
正
二
年
六
月
十
六
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で

な
い
こ
と
は
、
最
初
に
「
毘
正
二
年
六
月
十
六
日
大
燈
国
師
ノ
頂
相
ヲ
カ
へ
シ

テ
念
仏
宗
ト
ナ
」
っ
た
「
頸
」
が
、
「
狂
雲
集
ニ
ア
リ
」
と
い
っ
て
い
る
点
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
舘
の
最
初
に
「
寛
正
二
年
六
月
十
六
日

大
燈
国
師
ノ
頂
相
ヲ
カ
へ
シ
テ
念
仏
宗
ト
ナ
ル
其
ノ
碩
狂
雲
莫
ニ
ア
リ
」
と
記

し
な
が
ら
、
そ
の
末
尾
に
は
、
「
毘
正
二
年
六
月
十
六
日
」
と
い
う
、
矛
盾
し
た

日
づ
け
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
冒
頭
の
一
篇
が
、
現
存
「
自
戒
集
」
の

最
後
に
記
散
さ
れ
て
い
る
一
嵩
に
、
「
訂
正
二
年
六
月
十
六
日
大
燈
国
師

ノ
…
…
」
と
い
う
貫
正
二
年
以
後
の
記
事
を
加
え
つ
つ
、
し
か
も
、
買
正
二
年

六
月
十
六
日
当
時
の
い
わ
ば
宣
言
と
し
て
、
再
び
欝
き
な
お
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
頭
の
二
篇
と
最
終
の
一
帯
と
は
、
そ
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、

異
っ
て
い
る
の
は
、
冒
頭
の
一
紙
信
に
、
　
「
寛
正
二
年
六
月
十
六
日
大
燈
国
師

ノ
…
…
」
と
あ
る
部
分
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
一
休
の
署
名
の
内
容

が
、
両
者
で
少
し
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
今
、
冒
頭
の
一
籍
と
最
後

の
一
鑑
の
、
異
っ
て
い
る
部
分
を
中
心
に
対
照
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

冒
頭
の
一
篇

琵
正
二
年
六
月
十
六
日
大
燈
国
師
ノ
頂

相
ヲ
本
尊
へ
カ
ユ
シ
テ
念
仏
宗
ト
ナ
ル

其
ノ
甥
狂
腔
宗
芸
ア
リ
ソ
ノ
意
趣
ハ
我

門
弟
二
我
力
印
可
ト
云
テ
年
来
久
参
タ

テ
ヲ
シ
テ
一
休
ノ
後
ハ
我
二
仏
法
ヲ
間

へ
ト
会
裡
ノ
人
々
二
申
ア
エ
リ
コ
レ
カ

大
欲
心
大
我
慢
大
胆
虚
言
ナ
ル
塾
ヲ
ヨ

ソ
世
界
ニ
モ
カ
ク
レ
ナ
キ
ス
ク
レ
者
ナ

リ
長
祇
四
年
六
月
十
一
日
ニ
コ
ノ
ヌ
ス

人
ヲ
衆
僧
二
命
〆
露
出
セ
シ
ム
総
〆
僧

俗
ヲ
ノ
ソ
ム
者
ア
リ
又
印
可
ト
ナ
ノ
ル

者
モ
ア
マ
タ
ア
リ
昔
洞
明
峯
和
尚
俗
人

ヲ
印
可
ア
リ
ソ
ノ
檜
明
峯
ノ
身
後
二
知

識
ヲ
タ
テ
化
ヲ
サ
カ
ン
ニ
ス
其
ノ
児
孫

今
ニ
ア
リ
　
（
下
と
同
文
に
つ
き
中
略
）

起
請
文
ヲ
以
テ
申
ス
楽
聖
和
尚
ハ
言
外

都
債
ノ
印
可
ナ
シ
宗
純
又
葦
望
ヨ
リ
ノ

印
可
ナ
シ
モ
シ
コ
ノ
コ
ト
虚
言
ナ
ラ
バ

諸
仏
列
祖
ノ
御
罰
ア
タ
リ
テ
眉
窮
蹟
落

ノ
ホ
ウ
ヲ
ウ
ク
へ
キ
也
当
々
申
ス
筆
婁

最
後
の
一
篇
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嘗
洞
明
峯
都
債
俗
人
ヲ
印
可
ア
リ

其
俗
明
峯
身
後
二
知
識
ヲ
タ
テ
化

ヲ
サ
カ
ン
：
ス
其
児
孫
今
ニ
ア
リ

（
上
と
同
文
に
つ
き
中
略
）

起
詩
文
ヲ
以
テ
衆
中
ユ
申
我
レ

華
望
和
椅
ヨ
リ
ノ
印
可
ナ
シ
ア
リ

ト
云
ハ
虚
説
ナ
リ
人
ヲ
印
可
シ
タ

ル
事
モ
僧
俗
二
一
人
ナ
シ
此
コ
ト

モ
シ
虚
言
ナ
ラ
バ
諸
仏
列
祖
ノ
榊

罰
タ
チ
マ
チ
ニ
ア
タ
リ
テ
眉
裏
醸



和
甘
言
外
ヨ
リ
ノ
印
可
ノ
状
ハ
靭
入
滅

ノ
時
江
源
院
ニ
テ
山
崩
テ
ウ
セ
叉
ト
モ

款
及
ヌ
純
赦
主
ハ
輩
皇
ノ
印
可
ナ
キ
ハ

一
定
也

寛
正
二
年
六
月
十
六
日

前
徳
禅
塔
壷
虚
望
七
世
孫
む
か
し
は

純
一
休
い
ま
は
禅
僧
法
華
宗
た
た
の

念
仏
宗
純
阿
弥
也

落
ノ
ホ
ウ
ヲ
ウ
ク
へ
キ
者
也

罪
正
二
年
六
月
十
六
日

禅
僧
法
華
宗
た
た
の
純
阿
弥

こ
1
に
み
ら
れ
る
よ
∴
ノ
に
、
冒
頭
の
一
語
と
、
最
後
の
一
岩
と
は
、
そ
の
内

容
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
冒
頭
の
．
一
紙
“
は
、
最
後
の
一
㍍
を
、
み
だ
り
に

印
可
を
名
乗
る
者
へ
の
戒
し
め
を
更
に
強
め
る
必
要
か
ら
か
、
買
正
二
年
よ
り

後
、
買
正
二
年
の
い
わ
ば
宣
言
と
し
て
、
再
び
誓
さ
な
お
し
た
も
の
と
．
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
で
は
、
最
後
の
一
倍
は
そ
の
識
語
ど
お
り
毘
正
二
年
に
記
さ
れ

た
と
し
て
、
こ
の
冒
頭
の
一
謡
は
、
寛
正
二
年
以
後
の
い
つ
頃
成
立
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
前
徳
神
埼
辛
：
…
」
と
い
う
一
休
の
署

名
が
い
つ
記
さ
れ
た
か
、
つ
ま
り
、
一
休
が
「
前
徳
禅
塔
王
」
で
あ
っ
た
の
は

い
つ
頃
か
、
と
い
う
点
を
甲
ら
か
に
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
徳
禅
坊
主
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
「
年
譜
」
の
長
祇
三
年
（
一
四
五
九
）
の
条
に
、
「
春
初
餌

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

住
徳
禅
之
箭
疏
、
野
乗
祝
宴
之
葦
、
入
而
礼
机
塔
者
三
、
挿
香
大
庭
了
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
「
前
徳
禅
塔
主
」
と
な
っ
た
か
は
、
「
年

譜
」
で
は
わ
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
画
賛
に
お
け
る
一
休
の
署
名
の
中
に
、
前
徳
稗
と
い
う
表
記
を

一
例
見
田
す
こ
と
が
て
き
る
。
墨
演
笛
の
達
脛
図
（
真
珠
府
税
）
の
一
休
賓
に

買
正
六
年
季
春
日

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

前
徳
禅
大
燈
五
世
孫
純
一
休
舞
賛
（
印
）

と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
琵
正
六
年
二
四
六
五
）
に
は
前
徳
租
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
は
、
前
徳
禅
と
い
う
表
記
は

し
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
休
像
（
真
珠
庫
就
）
に
は
、

応
仁
二
年
間
十
月
日
天
沢
七
世
東
海
純
一
休
（
印
）

と
見
え
、
応
仁
二
年
か
ら
、
二
年
及
び
三
年
後
の
文
堕
一
年
二
四
七
〇
）
、

文
明
三
年
の
日
づ
け
の
あ
る
墨
蹟
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
天
沢
七
世
東
海
純
一

休
」
「
天
沢
七
世
東
海
一
休
」
と
記
し
て
い
る
。
応
仁
か
ら
文
明
初
年
に
か
け
て

の
、
一
休
の
岩
名
の
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
外
に
は
見
当
ら
な
い
。
さ

て
、
こ
の
よ
う
に
、
応
仁
二
年
か
ら
文
明
初
年
に
か
け
て
は
、
天
沢
七
世
東
海

（
純
）
一
休
と
い
う
表
記
に
固
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
前
徳
禅
と
表
記
さ

れ
る
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
毘
正
六
年
の
二
年
径
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）

以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
前
徳
禅
塔
主
虚
望
七
世
孫

む
か
し
は
純
一
休
…
：
」
と
い
う
冒
頭
の
一
㍍
の
一
休
の
署
名
は
、
応
仁
元
年

以
前
に
、
つ
ま
り
は
、
冒
頭
の
一
籍
の
中
に
み
え
る
「
狂
雲
集
」
は
、
応
仁
元

年
以
前
に
存
在
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「
‥
…
禅
僧
法
莞
宗
た
た
の
念
仏
宗
純
阿
弥
也
」
と
い
う
、
法
華
宗

と
か
念
仏
宗
へ
の
転
向
の
事
実
は
、
「
年
譜
」
や
種
々
の
文
書
に
全
く
う
か
が

え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
念
仏
宗
純
阿
弥
」
等
の
異
名
は
、
一
休
の
臓
屋
に
付

し
、
「
久
参
ク
テ
ヲ
シ
テ
一
休
ノ
後
ハ
我
二
仏
法
ヲ
間
へ
」
と
い
う
「
大
欲
心

大
我
恨
大
胆
虚
言
」
な
る
門
弟
を
、
敢
断
、
排
斥
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
方
便

的
な
表
記
、
一
休
白
身
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
転
向

の
頸
実
は
、
今
の
と
こ
ろ
全
く
う
か
が
え
な
い
。
従
っ
て
、
「
念
仏
宗
純
阿
弥
」
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等
の
表
記
は
、
方
便
的
、
一
時
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
の
年
代

推
定
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
ゝ
で
、
目
を
転
じ
て
、
甥
存
「
自
戒
蔑
」
の
表
紙
に
注
目
し
た

い
。
こ
ゝ
に
は
「
陪
麗
常
住
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
瞳
也
」
が
、
僧
院
魔
を

元
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
「
酬
恩
俺
常
住
」
と
い
う
表
記
が
、
伝
蛇
足
罰
苦
行

釈
迦
像
（
真
珠
掩
蔽
）
の
一
休
の
賛
の
中
に
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
暗
院
魔
は
、
応
仁
元
年
兵
火
に
か
か
り
、
そ
の
後
、

廷
億
一
二
年
二
四
九
一
）
に
真
珠
庵
と
し
て
再
興
さ
れ
る
ま
で
、
存
在
し
た
形

跡
は
見
当
ら
な
い
。
「
年
詔
」
に
も
、
応
仁
元
年
以
後
に
、
臍
陀
あ
る
い
は
踏

毯
臆
と
い
う
記
事
は
見
出
し
得
な
い
。
応
仁
元
年
以
前
に
は
、
度
々
見
出
し
得

る
。
今
、
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

事
徳
元
年
（
一
四
五
二
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

師
五
十
九
歳
、
霞
路
院
庵
、
々
在
売
扇
魔
南
、
…
…

長
篠
三
年
（
一
四
五
九
）

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

…
…
酬
恩
堵
主
夜
夢
隠
田
都
債
得
々
来
、
…
…
塔
主
日
、
夢
乃
踏
提
和
筒
、

而
党
則
虚
望
翁
、
望
共
和
侶
前
身
平
．
…
…

買
正
四
年
（
一
四
六
三
）

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

…
…
億
屋
帰
持
田
魔
…
…

応
仁
元
年
　
二
四
六
七
）

、

、

、

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

ヽ

ヽ

…
…
八
月
、
師
出
ほ
魁
庵
、
徒
某
琵
之
虎
丘
、
是
時
都
下
大
乱
、
瞳
琶
亦

ヽ
　
　
ヽ
　
　
ヽ
　
　
ヽ

般
乎
兵
火
…
…

こ
ゝ
に
、
「
書
」
　
（
う
つ
り
住
む
の
意
）
　
「
瞳
毘
都
債
」
　
（
一
休
を
意
味
す

る
）
　
「
帰
」
等
と
あ
る
点
は
、
草
紙
元
年
か
ら
、
応
仁
元
年
路
院
臆
が
兵
火
に

か
ゝ
る
ま
で
の
約
十
五
年
間
は
、
一
休
が
、
路
院
庵
を
中
心
に
行
動
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
く
も
、
応
仁
元
年
以
後
、
「
年
譜
」
等
に

踏
破
あ
る
い
は
路
喧
庵
と
い
う
記
事
も
見
え
ず
、
か
つ
叉
、
把
捉
魔
の
再
璃
さ

れ
た
形
跡
も
う
か
が
え
ぬ
点
か
ら
考
え
て
、
「
陀
隠
常
住
」
と
い
う
表
記
は
、

現
存
「
自
戒
集
」
が
、
応
仁
元
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
「
狂
雲
集
」
は
、
先

の
考
質
と
同
じ
く
、
応
仁
元
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
応
仁
元
年
か
ら
五
年
後
の
文
明
四
年
二
四
七
二
）
に
は
、
確

異
に
、
狂
雲
集
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
沌
押
森
荘
一
二
郎
氏
所
斑
の
狂
雲

集
に文

明
四
年
十
二
月
十
一
日

天
沢
七
世
東
海
狂
崇
老
神
純
一
休

の
奥
書
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
押
森
本
の
狂
雲
集
は
巻
子
本
で
あ
る

が
、
．
も
と
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
形
跡
が
あ
り
、
文
明
四
年
の
奥
H
は
、
少
く

も
、
こ
の
巻
子
本
成
立
以
前
の
も
の
に
－
1
1
お
そ
ら
く
は
、
冊
子
本
に
付
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
沖
森
本
の
巻
末
の
十
八
首
は
、
そ
れ
以
前

の
作
品
と
は
全
く
筆
が
異
な
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
十
八
首
の
最
初
の
作
品

と
、
そ
れ
以
前
の
作
品
の
最
後
の
も
の
と
の
問
に
は
ハ
　
紙
面
の
隔
た
り
が
あ

り
、
連
続
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
更
に
、
こ
の
十
八
首
の
中
に
は
、
そ

の
詞
書
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
文
明
六
年
、
文
明
十
年
し
」
判
明
す
る
作
品
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
別
餌
の
十
八
百
は
、
奥
書
の
文
明

四
年
以
後
に
加
饗
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
奥
雷
は
、
こ
の
十
八
首
を
除
い
た
、

お
そ
ら
く
は
、
冊
子
本
の
狂
雲
環
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻

子
本
と
さ
れ
る
時
に
、
奥
書
の
前
に
、
別
笠
の
十
八
首
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
押
森
本
に
は
、
詳
し
く
摂
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い

が
、
そ
の
作
品
数
は
、
巻
末
の
別
質
の
十
八
首
を
除
い
て
も
、
五
百
百
を
下
る

こ
と
は
な
い
と
思
わ
る
。
文
明
四
年
の
奥
薯
を
持
つ
狂
票
嚢
が
、
他
の
諸
本
と
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ほ
ゞ
同
数
の
作
品
を
有
し
、
粗
め
て
整
り
た
体
鼠
を
み
せ
て
ゐ
る
氏
は
、
注
目

さ
れ
る
。

〓

さ
て
、
以
上
の
如
く
、
狂
雲
集
は
、
文
明
四
年
に
は
存
在
し
、
そ
し
て
、
応

仁
元
年
頃
に
も
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

は
、
現
存
の
諸
本
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
時
期
が
、
応
仁
の
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
得
る
も
の
は
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
な
が
め
た
い
。

ま
ず
、
前
述
の
、
一
休
の
開
法
、
投
等
招
等
の
手
に
な
る
「
年
譜
」
の
記
述

や
、
画
賛
の
識
語
等
に
よ
っ
て
、
狂
雲
煤
の
製
作
年
次
の
判
明
す
る
作
品
を
み

て
ゆ
き
た
い
。
い
ま
、
作
品
の
製
作
年
次
判
定
の
手
順
の
一
例
を
示
す
と
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

宝
梧
三
年

・
…
：
師
補
文
欠
、
以
一
侶
冠
状
末
日
、
挑
起
大
恒
輝
一
天
、
畳
輿
競
替
法

望
前
こ
…
二
年
詔
）

題
大
難
国
師
行
状
未

註
32

挑
起
大
澄
障
一
天
　
梧
輿
貴
賓
法
望
前

風
喰
水
椙
無
人
記
　
第
五
桁
辺
二
十
年
（
狂
雲
珪
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
を
宝
揺
三
年
作
と
す
る
。

題
如
意
掩
校
割
未

7
8
将
常
住
物
琶
庵
中
　
木
杓
篤
郎
掛
壁
東

我
無
知
此
閑
家
具
　
汀
海
多
年
簑
笠
風
（
狂
雲
集
）

水
草
十
二
年

‥
…
・
徒
門
老
講
師
入
住
如
意
廃
、
…
…
一
侶
題
校
割
未
、
以
貼
庵
壁
…
…

（
年
譜
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
作
品
7
8
を
永
享
十
二
年
の
作
と
す
る
。

賛
達
磨
大
師
半
身

11
9
東
士
西
天
徒
弄
押
　
半
身
形
橡
甥
全
身

少
林
冷
坐
成
何
串
　
香
至
王
宮
蓑
帽
苗
（
狂
雲
環
）

某
土
酉
天
徒
弄
神
　
半
身
形
像
甥
全
身

…
…
以
下
略
・
・
…
・

寛
正
六
年
季
春
日

前
桔
禅
大
燈
五
世
孫
純
一
休
拝
賛
（
画
賛
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
作
品
】
巴
を
寛
正
六
年
の
作
と
す
る
。

以
上
の
如
き
手
順
を
へ
て
、
作
品
の
製
作
年
次
の
判
明
す
る
も
の
を
、
諸
本

ヽ

　

ヽ

を
通
し
て
な
か
め
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
（
な
お
、
沖
森
本
は
詳
窮
の

機
会
は
得
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
記
さ
な
い
。
各
感
の
数
字
は
、
そ
の
悦

の
本
に
お
け
る
作
品
番
号
で
あ
る
。
）
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こ
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
酬
恩
庵
本
に
お
い
て
は
、
買
正
六
年
の

作
品
が
、
、
最
も
餓
作
年
次
の
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
－

荘
左
文
庫
本
に
は
、
文
明
年
間
の
作
品
が
見
え
ず
、
注
目
さ
れ
る
が
、
応
仁

二
年
の
作
品
を
含
ん
で
い
る
。
真
珠
扁
本
・
内
聞
文
爪
木
・
棄
北
大
曽
木
は
、

そ
れ
ぞ
れ
文
明
年
間
の
作
品
を
持
っ
て
お
り
、
従
っ
て
文
明
年
間
以
後
の
成
立

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
う
ち
、
真
珠
旗
本
は
、
巻
末
に
お
い

て
、
何
笛
か
の
加
納
が
あ
り
、
現
在
の
形
が
、
一
時
に
成
り
立
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
節
が
あ
る
。
し
か
し
、
応
仁
二
年
の
作
品
が
、
集
の
中
ば
に
あ
り
、

い
わ
ば
、
そ
の
節
一
次
の
成
立
も
、
応
仁
二
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
う
る
。

群
書
類
従
本
で
宝
ご
畠
山
に
あ
た
る
作
品
を
、
応
仁
二
年
の
作
品
と
判
断
し

た
手
順
を
元
し
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

霊
山
徹
翁
和
筒
百
年
己
心
l
貢

14
4
　
僧
鍾
酬
恩
妙
勝
薪
　
霊
山
昔
日
淫
整
辰

…
…
以
下
略
…
…

又

4
4
2
…
…
本
文
堕
…
‥
（
狂
宍
竺

応
仁
二
年

…
…
霊
山
和
倍
一
百
年
之
遠
忌
也
…
＝
二
年
詔
）

荘
左
文
顕
本
・
内
閣
文
関
本
・
東
北
大
学
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
箪
に
よ
っ
七
記

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
明
四
年
奥
書
の
沖
森
本
は
、
先
述
の
と
お
り
、

巻
末
の
別
笠
の
十
八
首
は
文
明
四
年
以
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
ら
れ
が
、

こ
の
十
八
首
を
の
ぞ
く
と
、
沖
森
本
に
お
け
る
最
も
新
し
い
作
品
は
、
ひ
宅
の

文
明
二
年
の
作
品
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
応
仁
元
年
以
後
の
作
品
を
含
ま
ぬ
も
の

は
、
酬
恩
魔
本
の
み
で
あ
り
、
従
っ
て
、
先
に
考
察
し
た
、
応
仁
元
年
以
前
に

存
在
し
て
い
た
狂
雲
集
の
可
能
性
を
宥
す
る
も
の
と
し
て
は
、
酬
恩
顧
本
の
み

が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
、
諸
本
の
作
品
数
を
み
る
と
、
寛
永
板
木
・
群
書
類
従
本
五
百
六
十
首

（
沖
森
本
も
、
こ
れ
と
は
ゞ
同
じ
か
）
。
真
珠
扁
本
五
百
七
十
五
百
、
註
左
文

種
本
五
百
三
十
三
首
、
内
閣
文
庫
五
百
五
十
二
首
、
東
北
大
学
本
五
百
四
十
九

首
、
そ
し
て
、
酬
恩
俺
本
二
百
七
十
一
首
で
あ
り
、
酬
恩
榎
本
が
、
他
の
約
半

数
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
酬
恩
岡
本
の
成
立
が
早
い
か
ら
と
い
う
見
方
と
、
抄
田
本
で
あ

る
か
ら
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
抄
田
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
酬

恩
掩
本
の
作
品
は
、
他
の
諸
本
に
封
指
し
て
、
飛
び
飛
び
の
配
列
腔
序
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
点
は
み
ら
れ
な
い
。
酬
恩
榎
本
は
、
群
書

類
従
本
の
、
冒
頭
の
六
百
と
上
巻
末
の
十
四
首
（
琶
丁
和
宣
）
　
（
押
森
本
に
お

る
別
整
十
八
首
の
う
ち
の
十
四
首
）
が
欠
け
て
い
る
が
、
他
は
、
群
持
類
従
本

の
三
百
十
三
番
の
作
品
（
酬
恩
俺
本
で
は
二
百
七
十
一
番
）
ま
で
、
ほ
ほ
そ
の

配
列
順
序
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
椚
恩
魔
本
の
二
百
七
十
一
百

が
、
他
の
諸
本
の
前
半
に
あ
た
る
部
分
に
、
そ
れ
も
か
た
ま
っ
て
い
る
点
は
、

抄
田
本
で
は
な
い
こ
と
を
元
す
か
と
考
え
う
る
。
こ
の
点
は
、
酬
恩
魔
本
に
も

含
ま
れ
る
道
号
の
部
分
を
み
る
と
、
た
し
か
め
う
る
よ
う
で
あ
る
。
遺
号
の
部

を
持
つ
も
の
は
、
雲
左
文
拝
本
・
内
閣
文
校
本
・
寛
北
大
学
末
の
三
本
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
三
木
に
お
け
る
追
号
の
数
は
、
琶
左
ズ
樟
本
五
十
百
、
内
問
文

撞
木
四
十
九
百
、
東
北
大
学
本
四
十
九
百
で
あ
り
、
酬
恩
榎
本
の
四
十
七
首

と
、
ほ
ぼ
そ
の
数
を
同
じ
く
す
る
。
も
し
、
酬
恩
榎
本
が
抄
田
本
で
あ
る
な
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ら
、
道
号
も
亦
、
他
の
諸
本
の
約
半
数
程
度
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
道
号
の
部
の

方
は
、
抄
出
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
狂
雲
雲
の
方
は
抄
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
見
方
は
で
き
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
酬
恩
榎
本

は
、
抄
田
本
で
は
な
い
と
考
え
う
る
。
抄
田
本
で
な
い
と
す
れ
ば
、
他
の
諸
本

の
約
半
数
と
い
う
、
馴
恩
陀
本
の
作
品
数
は
、
少
く
も
、
五
百
首
以
上
を
看
す

る
他
の
諸
本
の
成
立
以
前
の
姿
を
の
こ
し
て
い
る
と
見
う
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
い
わ
ゆ
る
狂
い
宗
器
部
分
と
、
道
号
の
部
分
と
の
関
係
を
み
て
み
よ

ーつ。
江
戸
初
期
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
内
閣
文
拓
本
は
、
上
下
（
乾
坤
）
二
冊
で

あ
る
が
、
上
巻
は
「
狂
雲
集
」
、
．
下
巻
は
「
号
」
と
「
狂
雲
詩
集
」
に
分
か

れ
、
三
部
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
道
号
の
部
が
完
全
に
独
立
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
栗
北
大
学
本
も
、
い
わ
ゆ
る
狂
崇
藍
の
部
分
と
遺
号
の
部
分
と
が
、
そ

の
間
に
紙
面
の
隔
た
り
を
持
ち
、
道
号
の
部
は
独
立
し
て
い
る
。
一
方
、
荘
左

文
撞
木
及
び
酬
恩
柏
木
は
、
共
に
、
い
わ
ゆ
る
狂
雲
賃
の
部
分
と
遺
号
の
部
分

と
が
、
紙
面
の
隔
た
り
も
な
く
、
連
続
し
て
記
さ
れ
、
そ
の
独
立
性
は
希
薄
で

あ
る
と
い
え
る
。
酬
恩
俺
本
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
狂
雲
隻
の
部
分
が
お
わ

っ
て
（
二
百
七
十
一
番
）
、
道
号
が
始
ま
る
（
二
百
七
十
二
番
）
問
に
、
作
品

の
本
文
よ
り
畢
っ
す
く
、
「
班
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
ぁ
り
、
い
わ
ゆ
る

狂
雲
蔓
の
作
品
と
、
道
号
の
最
初
の
作
品
と
は
、
全
く
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
荘
左
又
撞
木
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
狂
聖
書
竃
部
分
と
道
号

と
の
問
に
は
、
紙
面
の
隔
た
り
は
な
く
、
違
続
し
て
い
る
が
、
両
者
の
問
に

「
語
」
と
、
本
文
の
文
字
よ
り
や
ゝ
大
き
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

下
に
、
「
道
号
或
本
在
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る

と
、
道
号
の
独
立
性
の
最
も
論
縛
な
も
の
は
、
酬
恩
俺
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
点
は
、
酬
恩
拇
本
が
、
芸
左
文
庫
本
等
よ
り
古
い
形
を
と
ど
め
て
い

る
、
と
考
え
る
の
が
順
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
わ
ば
雉
然
と
集
め
ら
れ
た
も

の
が
、
や
が
て
、
道
号
と
詩
と
、
と
い
う
ふ
う
に
、
整
理
さ
れ
、
一
つ
の
部
と

し
て
．
ま
と
め
ら
れ
る
、
と
い
う
経
過
が
、
ま
ず
順
当
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
な
お
、
荘
左
文
庫
本
は
、
一
休
の
没
後
二
十
年
の
文
亀
三
年
（
一
五
〇

一
）
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
奥
哲
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

次
に
、
文
明
四
年
の
奥
書
の
あ
る
押
森
本
の
冒
頭
部
分
に
注
目
し
た
い
。
沖

森
本
は
、
酬
恩
相
木
の
最
初
の
作
品
「
育
三
在
院
世
皆
窄
、
：
…
」
の
前
に
、

更
に
六
百
の
作
品
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
六
首
に
は
訓
点
が
付

さ
れ
て
い
な
い
、
と
こ
ろ
で
、
沖
森
本
で
は
、
第
七
番
目
の
作
品
（
酬
恩
廃
水

で
は
最
初
の
作
品
）
か
ら
は
、
約
二
百
番
目
の
作
品
あ
た
り
ま
で
、
訓
点
が
付

さ
れ
て
い
る
．
。
冒
頭
の
六
百
の
み
に
〇
剛
半
部
で
は
）
訓
点
が
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
六
百
は
、
第
七
番
目
か
ら
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
特

異
な
存
在
の
し
方
を
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
冒
頭
の
六

首
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
付
加
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
在
の
形
が
、
は
じ
め
か
ら
の
形
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
又
、
冒
頭

の
六
百
が
、
第
七
番
目
か
ら
の
作
品
と
等
質
の
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
六
首
に

も
、
訓
点
が
付
さ
れ
て
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
六
首
に
は
又
、

そ
の
作
品
の
上
に
○
印
が
施
さ
r
t
て
い
る
が
、
第
七
香
日
か
ら
、
約
二
百
百
橿

ま
で
は
、
○
印
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
○
印
は
、
い
つ
頃
付
さ

れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
○
印
も
、
最
初
の
六
首
が
、
特
異
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
元
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
今
、
こ
の
沖
森
本
の
冒
頭

の
六
首
を
除
く
と
、
訓
点
の
あ
る
第
七
番
目
の
「
育
三
住
院
世
皆
率
、
・
…
」

の
作
品
が
、
最
初
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
酬
恩
廃
木
と
同
じ
形
と
な

る
。
酬
恩
榎
本
の
作
品
に
は
、
す
べ
て
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
塾
を
老
虹
に
入

れ
つ
1
、
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
も
と
も
と
「
育
三
在
院
・
…
」
の
作
品
で
始
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ま
っ
て
い
た
形
に
、
例
の
六
首
を
冒
頭
に
加
え
た
、
そ
の
形
が
、
沖
森
本
の
冒

頭
の
姿
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
「
育
三
住
院
・
…
」
の
作
品

が
、
も
と
も
と
は
、
最
初
に
位
瑚
軋
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
か
1
ろ
形
の
古
等
太

は
、
酬
恩
庵
本
し
か
な
く
、
従
っ
て
、
酬
恩
府
本
は
文
明
四
年
の
沖
森
本
よ
り

も
古
い
形
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
日
ソ
に

以
上
、
請
太
の
作
品
の
異
作
年
次
や
、
作
品
の
数
、
遺
号
の
部
と
い
わ
ゆ
る

狂
雲
集
と
の
関
係
、
沖
森
本
と
酬
恩
庵
本
の
冒
頭
部
の
比
較
か
ら
、
酬
恩
橋
本

が
、
諸
本
の
う
ち
で
、
最
も
古
い
形
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
み
た
。

そ
し
て
一
方
、
狂
雲
集
が
応
仁
元
年
以
前
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
み
た
。

こ
の
二
点
か
ら
、
あ
る
い
は
、
応
仁
元
年
以
前
に
存
在
し
た
顆
宴
賃
と
、
酬

恩
橋
本
狂
野
貢
と
が
結
び
つ
く
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
未
だ
こ
の
よ

う
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
酬
恩
庵
本
狂
雲
環
が
、
記
録
の
上
か
ら
判
的
す
る
最
古
の
、
応
仁
元

年
以
前
の
狂
持
宗
等
あ
る
可
梧
性
が
あ
り
、
し
か
も
、
甥
存
諸
本
の
う
ち
で
最

古
の
形
を
持
つ
ら
し
く
、
な
か
ん
ず
く
、
他
の
諸
本
の
約
半
数
の
作
品
を
し
か

持
た
ぬ
点
等
々
か
ら
、
酬
恩
庵
本
狂
雲
窯
を
、
一
応
、
初
稿
本
と
み
な
し
て
お

い
て
よ
い
か
と
考
え
る
。

註
1
　
「
東
海
一
休
和
侶
年
譜
」
が
、
投
倫
招
等
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
村
田
太
平
氏
の
『
人
間

一
作
』
に
　
「
一
休
和
餌
年
譜
の
著
者
は
一
休
の
嗣
法
墨
濱
（
ぼ
く
さ

い
）
禅
師
で
あ
る
こ
と
は
、
真
珠
厩
の
文
雷
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
う
か
が
え
る
。

註
2
　
前
年
辱
賜
　
大
燈
国
師
頂
相
。
チ
今
更
衣
入
浄
土
宗
。
‥
班
認
奉
還
楢

票
老
和
尚
、
二
甘

12
2
　
離
却
禅
門
最
上
粟
。
更
衣
浄
土
一
票
僧
。

妄
成
如
意
霊
山
衆
。
嘆
息
多
年
晦
大
農
。

又

22
2
　
狂
票
大
抵
下
波
旬
。
会
裡
佗
昆
勝
負
噴
。

古
則
話
頭
何
用
処
。
幾
多
辛
苦
数
他
珍
。

註
3
　
作
品
の
上
の
数
字
は
、
私
に
付
し
た
作
品
番
号
で
あ
る
。
な
お
、
こ
と

わ
ら
ぬ
限
り
、
こ
の
番
号
は
、
群
誓
頸
詫
本
に
お
け
る
作
品
番
号
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
学
大
学
院
学
生
）

「
国
生
み
神
話
と
淡
路
島
」
守
屋
俊
彦
（
三
十
四
号
）
正
誤
表
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17　 14　 13 12　 9 l頁

下 上　 下 下 上 下 下 司 首

1
18　24 14 10 19　24 ．20 ．　3

3
行

古 伊 伊 下　 も　応∴民 六 六
要事　非 舞 之　 る　神　族 、 、
紀　 掲‘憲　　　　 記　　 一 一

ロの　尊 神　　　　　　　 宝彗 至等「誤
精 は　　　　　　　 臼
榊　　　　　　　　　　 十　九

当千　ヨ1
甘　1：j．

古 伊 伊 ト　も　応 氏 六 大

l　　　　　　　ヽ　　　ヽ宅三：弊　 罪 之　 あ　神　族　 ノ　ノ
言己　諾　諾　　 る　酢己　　 一　一
の　尊　神　　　　　　　 ぎモ三号 正
精 は　　　　　　 己 と‾j

造　　　　　　　　　　　 十　九

ノ　ノ
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